
病気や認知症に 
なったらどうしよう・・ 

トラブルにあっても 

誰にもいえない。 

 

       

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 
 

  

 

 

 

    

       

 

                                                            

 

 

 

 

発行：令和５年３月  

幸手市介護福祉課  

ネットワーク事務局  

☎0480‐42‐8438 

２２号 

 高齢者の消費者被害の特徴 
 

高齢者が抱える３つの不安が狙われています！！ 

健康 
のこと 

お金 
のこと 

孤独 

この先、生活費は 
足りるだろうか・・ 

今日も誰とも 
話さなかったな・・ 

被害にあっても、高齢者の傾向として・・・ 

なんて親切なセールスマン！ 家族に知られたら叱られる・・ 

だまされたことに

気がつきにくい。 

皆さまの見守りで、 

消費者被害を 

一つでも減らし 

ましょう！ 

ご参加ありがとうございました！ 



 

気になる高齢者・障がい者の情報は… 
【高齢者】  ◆幸手東地域包括支援センター：ウェルス幸手内 

☎0480-53-6151・FAX0480-53-6160 

担当地域：権現堂川・吉田・八代・さかえ・さくら小学校区  

◆幸手西地域包括支援センター：旧香日向小学校内 

☎0480-40-3443・FAX0480-44-0870 

担当地域：幸手・行幸・長倉・上高野小学校区  

◆幸手市介護福祉課（ネットワーク事務局）：ウェルス幸手内 

☎0480-42-8438・FAX0480-43-5600 

【障がい者】 ◆幸手市社会福祉課（障害者虐待防止センター）：ウェルス幸手内  

☎0480-42-8435・FAX0480-43-5600 

見慣れない人が出入している 

不自然な工事をしている 

宅配便が頻繁に届いている 

大量のふとんや健康食品がある 

古い着物や宝飾品が出ている 

不審なパンフレットや請求書がある 

消費生活センターまたは地域包括支援センターへご連絡ください 

 

 

 

         

これらは、消費者トラブルの可能性があります！ 

幸手市消費生活センター（市民協働課内） ０４８０－４３－１１１１ 

または  消費者ホットライン 局番なしの「１８８」番（いやや） 

～高齢者の消費者トラブルに気づいたときの対応例～ 

本
人
の
様
子
の
変
化 

ネットワーク 

関連機関 

本
人
に
事
実
を
確
認 

消費生活相談を 

勧める 

相談を望む 

相談を 

望まない 

 

地域包括支援センターや 

ネットワーク事務局へ 

相談・情報提供 

幸
手
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

（
市
民
協
働
課
内
） 

経過の 

見守り 

本人が相談 

家族が相談 
（本人が相談する

のが難しい場合）  

認知症

かも？ 

変化に気がついたら…  

本人も家族も相談できない  

※このチャートはあくまで対応の一例です。 

判断に迷う場合や、本人と話をするのが難し

い場合は、各地域包括支援センターや 

ネットワーク事務局へご相談ください。 

心当たりはありませんか？ 


